
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ く る 

1 年２組学級通信 12 月 28 日 第 25 号 

 
3 クォーターもありがとうございました 

子どもたちが様々な体験をした 3 クォーターでした。スポーツフェスティバルに始まり、水泳、ハロウィン、

ビオトーププロジェクト、全学年合同の探究学習、フリーマーケット、プロジェクト発表会など充実した三か月

間になりました。また体験して終わりではなく、振り返り、改善をすることで学びの質を上げることができまし

た。 

例えばプロジェクト発表会では、グループで何度も発表のプレゼンを見合い、修正をして発表に臨みました。

具体的には、「保護者の人により伝わるにはどうしたら良いのか」表現方法を考えたり、相手にわかりやすく伝

えるために、どの内容を話すべきかを考えたりしました。計画やプレゼンの段階で何度もうまくいかないことが

ありましたが、そのたびに振り返り、改善をし、当日は自信をもって発表をすることができました。４クォータ

ーも子どもたちと振り返り、改善をしながら学びの質を高めていきたいです。 

保護者の皆様には様々な点でご協力いただきました。最後のフリーマーケットでは品物も持ってきていただ

きありがとうございました。子どもたちの貴重な学びにつながりました。4 クォーターもよろしくお願いしま

す。 

厳しさと温かさを持って 

3 クォーターは宿題を自分たちで計画して進めたり、様々な場面でプレゼンテーションしたりと、少し背伸び

して取り組まないとやり遂げられないような課題を多く設けました。それは 1 年 2 組の子たちならできると信

じたからです。ただ、やはり最初は思うようにうまくいきませんでした。特に一番の課題点は、物事へ取り組む

姿勢でした。「まあこのくらいでいいだろう。」や「今日はさぼってしまおう。」など弱い心が出てしまい、中々

自分から取り組めない子もいました。そんなときは必ず、話を聞き、どうしていくと良いのか、時に厳しく、時

に温かく励まし、子どもと共に進めてきました。3 クォーターは期待の意味も込めてこれまでより厳しく言う場

面もあったかと思います。それでも最後まで一緒にやり遂げてくれた子どもたちに感謝しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


